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一目一目均衡表の均衡表の「「時間論時間論」」とと酒田足酒田足
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日本株情報部アナリスト日本株情報部アナリスト

 
東野東野

 
幸利幸利

本セミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。本セミナーは、お客様の投資判断のご参考となる

 
情報提供を目的としております。本資料中に記載された数値やグラフなどの情報に関しては、万全を期してはいますが、将来

 
の株価動向等の予測や内容を保証するものではありません。万一この情報に基づき損害を被った場合でもマネックス証券は

 
責任を負いかねます。実際の資産運用にあたっては、お客様ご自身のご判断と責任においてお願いいたします。

2008年4月15（火）

http://www.traders.co.jp/index.html
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一目一目均衡表の均衡表の「「時間論時間論」」とと酒田足酒田足

11．．

 
一目均衡表の構成一目均衡表の構成

2~2~44．．

 
均衡表三役均衡表三役

 
～転換線と基準線、株価と遅行スパン、株価と抵抗帯～転換線と基準線、株価と遅行スパン、株価と抵抗帯

5~5~88．．

 
一目均衡表の三大骨子一目均衡表の三大骨子～波動論、値幅観測論、時間論～～波動論、値幅観測論、時間論～

99.. 時間論の実例紹介時間論の実例紹介( ( ソニー、新日鉄、みずほ、丸紅ソニー、新日鉄、みずほ、丸紅

 
））

1010.. 三波動構成三波動構成
1111.. 均衡表の「三波動構成」と酒田均衡表の「三波動構成」と酒田手法手法の併用の併用
12.12. 酒田酒田足の天底形成パターン足の天底形成パターン
13.13. 酒田酒田足の欠点足の欠点
14.14. 酒田酒田足で「変化日」の判断精度を高める足で「変化日」の判断精度を高める
15.      15.      日経平均の変化日の予測（日経平均の変化日の予測（20072007年年77月～）月～）
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転換線・・・当転換線・・・当日を含め、過去日を含め、過去99日間の最高値と最安値の日間の最高値と最安値の中間値中間値

（（99日間日間のの最高値＋最高値＋99日間日間のの最安値）最安値）÷÷2 2 

基準線・・・当基準線・・・当日を含め日を含め、、過去過去2626日間の最高値と最安値の日間の最高値と最安値の中間値中間値

（（2626日間日間のの最高値＋最高値＋2626日間日間のの最安値）最安値）÷÷22

先行スパン先行スパン11・・・・・・基準線と転換線の中値を２６日先行基準線と転換線の中値を２６日先行させるさせる。。

先行スパン先行スパン22・・・当・・・当日を含め日を含め、、過去５２日間の最高値と最安値過去５２日間の最高値と最安値のの

中間値を中間値を2626日日先行先行させるさせる。。

遅行スパン・・・当遅行スパン・・・当日の終値を日の終値を当日を含む当日を含む２６日２６日前に前に遅行させ遅行させるる。。

1. 1. 一目均衡表の構成一目均衡表の構成

※※先行スパン先行スパン11と先行スパンと先行スパン22の二本の二本の線で抵抗帯の線で抵抗帯（（雲雲）を形成する。）を形成する。
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22. . 均衡表の三役均衡表の三役（（転換線と基準線の関係転換線と基準線の関係））

・転換線が基準線を上回る→「好転」強気を示唆する・転換線が基準線を上回る→「好転」強気を示唆する

・転換線が基準線を下回る→「逆転」弱気を示唆する・転換線が基準線を下回る→「逆転」弱気を示唆する

逆転

転換線

基準線

好転
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33. . 均衡表の三役均衡表の三役（（株価と遅行スパンの関係株価と遅行スパンの関係））

・遅行スパンが株価を下から上に突破する→遅行スパンの「好転」・遅行スパンが株価を下から上に突破する→遅行スパンの「好転」

・遅行スパンが株価を上から下に突破する→遅行スパンの「逆転」・遅行スパンが株価を上から下に突破する→遅行スパンの「逆転」

好転好転

遅行スパン

逆転
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44. . 均衡表の三役均衡表の三役（（株価と抵抗帯の関係株価と抵抗帯の関係））

・抵抗帯（雲）が株価の上値抵抗や下値支持になりやすい。・抵抗帯（雲）が株価の上値抵抗や下値支持になりやすい。

・抵抗帯（雲）のネジレや形状にも要注意。・抵抗帯（雲）のネジレや形状にも要注意。

A

先行スパン先行スパン11

先行スパン先行スパン22

※※先行スパン先行スパン11と先行スパンと先行スパン22の二本の二本の線で抵抗帯の線で抵抗帯（（雲雲）を形成）を形成
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波動論、波動論、値幅観測論値幅観測論、時間論が三大骨子、時間論が三大骨子

特に時間を最も重要視する手法で、「いつ目特に時間を最も重要視する手法で、「いつ目
標値が達成されるか」という時間論を中心に標値が達成されるか」という時間論を中心に
構成されている。構成されている。

一目均衡表とは、一目均衡表とは、

5. 5. 一目均衡表の一目均衡表の三大骨子三大骨子
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66．波動論．波動論

基本波動基本波動

II波動（初めの一波動）波動（初めの一波動） Ｎ波動（波動論の基本）Ｎ波動（波動論の基本）Ｖ波動（次の二波動）Ｖ波動（次の二波動）

五波動五波動 九波動九波動
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66．波動論．波動論

中間波動中間波動

Ｙ波動Ｙ波動 Ｐ波動Ｐ波動

ＳＳ波動波動 ＳＳ波動波動

A

AA’

A’

（（SS点）点）

（（SS点）点）
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66．波動論．波動論

底値・天井準備構成波底値・天井準備構成波

A

A

準備構成線準備構成線

準備構成線準備構成線



11

77．値幅観測論．値幅観測論

PP計算値計算値

NTNT計算値計算値EE計算値計算値

VV計算値計算値

1350013500

1375013750

1365013650

1390013900

1350013500

1350013500

1350013500

1375013750

1375013750

1375013750

1365013650

1365013650
1365013650

1400014000

1385013850

1380013800

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

基本波動基本波動



12

77．値幅観測論．値幅観測論

YY波動波動

1350013500

1365013650

1375013750
1385013850

13500135001365013650

1390013900 1400014000

＝

＝
＝

＝

中間波動中間波動

PP波動波動
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8. 8. 時間論（基本数値）時間論（基本数値）

自然の摂理を体現したもの自然の摂理を体現したもの

「基本数値」「基本数値」

単純単純

 

99

 

一節一節

単純単純

 

1717

 

二節二節

単純単純

 

2626

 

一期（三節）一期（三節）

複合複合

 

3333

 

一期一節一期一節

複合複合

 

4242

 

一期二節一期二節

5151

複合複合

 

6565

7676

 

一巡（三期）一巡（三期）

8383

9797

101101

複合複合

 

129129（（=65+65=65+65--１）、１）、

172172（（=33+65+76=33+65+76--22）、）、200200～～257 257 （（200=9+65+129200=9+65+129--33、、257=129+129257=129+129--11））
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8. 8. 時間論（基本数値の考え方）時間論（基本数値の考え方）

＜基本数値＞＜基本数値＞

9

17

26

変化日

変化日

変化日

・第一は、「変化日即転換する」・第一は、「変化日即転換する」

「「変化日変化日は三つの意味」は三つの意味」

・第二は、「変化日即加速する」・第二は、「変化日即加速する」

・第三は、「変化日の延長」・第三は、「変化日の延長」
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8. 8. 時間論（基本数値、日経平均週足）時間論（基本数値、日経平均週足）

102 103

9 9 9

9

26

27

128 129
26

76

76

33 33

32

32

17

201

201

200

27

9

43
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8. 8. 時間論（対等数値の考え方）時間論（対等数値の考え方）

20 20

20

20
重擬重擬

隔擬隔擬

＜対等数値＞＜対等数値＞

変化日

変化日 変化日

変化日

・対等数値の考え方の基本は「変擬」・対等数値の考え方の基本は「変擬」

・基本数値以外の時間の関係で相場転換する動きを捉える。・基本数値以外の時間の関係で相場転換する動きを捉える。
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8. 8. 時間論（時間論（対等数値、日経平均週足対等数値、日経平均週足））

8585

8686

8686
6161 6161

2424 2424

2424

3232

3232

201201

201201

200200

3232
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II波動（初めの一波動）波動（初めの一波動） Ｎ波動（波動論の基本）Ｎ波動（波動論の基本）Ｖ波動（次の二波動）Ｖ波動（次の二波動）

8. 8. 時間論（対等数値による変化日のとり方）時間論（対等数値による変化日のとり方）

II ＝＝ II II ＝＝ VV V V ＝＝
 

II

V V ＝＝ NN

N N ＝＝ IIV V ＝＝ VV

N N ＝＝ NN I I ＝＝ NN

N N ＝＝ VV
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9. 9. 実例紹介実例紹介((ソニー、週足、ソニー、週足、4.74.7））

32
13 20

44

26

25
26 25

13

13
9

26
32
44

34

77

能動的能動的

受動的受動的
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9.9.実例紹介実例紹介((新日鉄、週足、新日鉄、週足、44..77））

18

13

18

6
8 8

13 13

35 35

9

18
25

5

5
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9.9.実例紹介実例紹介((みずほフィナンシャルグループ、日足、みずほフィナンシャルグループ、日足、44..77

 
））

27

22

27

21 22

10 13

22
43

34

27

55 5
9

27

14

18

26
26 26
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9.9.実例紹介実例紹介((丸紅、日足、丸紅、日足、44..77））

121 121

76 76
103 103

65
65

66
64

65

67
67 65

65

121

2317
382819

42 42

38
70

70
70
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時間論

波動論

値幅観測論

10. 10. 三波動構成三波動構成

「時間と値幅の均衡点」「時間と値幅の均衡点」

・いつ目標値が達成されるのか？・いつ目標値が達成されるのか？

・人間心理の不変性や共通性から天底における投資家心理の法則がある。・人間心理の不変性や共通性から天底における投資家心理の法則がある。
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時間論
波動論

値幅観測論

11. 11. 均衡表の「三均衡表の「三波動構成」と酒田波動構成」と酒田手法手法の併用の併用

「時間と値幅の均衡点＋酒田足」「時間と値幅の均衡点＋酒田足」

・・酒田酒田足足の天底の天底形成形成パターンパターンから、「変化日」の判断精度を高める。から、「変化日」の判断精度を高める。
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1122. . 酒田酒田足の天井形成パターン足の天井形成パターン

三羽烏三羽烏

陽の陽はらみ陽の陽はらみ 上位で陽の陰はらみ上位で陽の陰はらみ上げの最後の抱き線上げの最後の抱き線上位の抱き線上位の抱き線

三手放れ寄せ線三手放れ寄せ線 下げ足のカブセ下げ足のカブセ 上げ相場の捨て子線上げ相場の捨て子線
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赤三兵赤三兵

陰の陰はらみ陰の陰はらみ 下位で陰の陽はらみ下位で陰の陽はらみ下げの最後の抱き線下げの最後の抱き線下位の抱き線下位の抱き線

二本の差し込み線二本の差し込み線 放れ五手黒一本底放れ五手黒一本底 放れ七手の変化底放れ七手の変化底

12. 12. 酒田酒田足の底値形成パターン足の底値形成パターン
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「時間の概念」が無視されている

変化日に直面していなければ十分ではない

13.13.酒田手法の欠点酒田手法の欠点

酒田手法の天底酒田手法の天底形成形成パターンパターンから、から、
「変化日」の判断精度を高める。「変化日」の判断精度を高める。
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25 26

14

26

43

66

128

26

76

51

67

14. 14. 酒田酒田足で「変化日」の判断精度を高める足で「変化日」の判断精度を高める
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141 141

131 131

43 77
6765

53

37 30 38 39

151426
76
65
42
39

63 63

28
26

53

51

15

105

2008.7.30 2008.9.22

2008.5.30

2008.6.23

2008.5.14

2008.5.19

2008.6.17

2010.2

2008.5.2

2008.5.19

2008.6.20

2008.8.15

2008.7.252008.7.42008.6.172008.5.13

2008.6.2

2008.10.72008.8.13

2008.6.19 2008.7.9

2008.6.6

2008.6.3

2008.5.15

15.15.日経平均の変化日の予測（日経平均の変化日の予測（20072007年年77月～）月～）
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（ご注意）

このレジュメは、株式や株式先物取引の内容を説明することを唯一の

 目的としたものであり、投資勧誘を目的として作成したものではありま

 せん。従いまして、投資の最終決定はご自身の判断でなさいますよう

 お願いいたします。

なお、本資料に記載されている情報の転用、複製、販売等の一切を

 固く禁じております。

株式会社Ｔ＆Ｃフィナンシャルリサーチ

 URL：http：//www.tandcfr.com 
E-mail:grp-a@traders.co.jp
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＜国内上場有価証券取引・信用取引に関する重要事項＞

■ リスク
・株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動に伴い、株価や基準価額が変動することにより、投資元本を割り込

 
み、損失（元本欠損）が生じるおそれがあります。

 

また、信用取引の場合、差し入れた保証金（当初元本）を上回る損失が生じるおそれ

 
があります。
・株式の発行者や組入れ有価証券の発行者の業務や財産の状況に変化に伴い、株価や基準価額が変動することにより、投資元本を

 
割り込み、損失（元本欠損）が生じるおそれがあります。

 

また、信用取引の場合、差し入れた保証金（当初元本）を上回る損失が生じる

 
おそれがあります。
■

 

手数料等（すべて税込）
・インターネット・株式売買手数料（信用取引はインターネットのみでコールセンターでは取り扱っておりません）
＜取引毎手数料＞
パソコン…約定金額に対し最大0.1575％（約定金額100万円までは1,575円または1,050円）
携帯電話…約定金額に対し最大0.105％（ただし最低手数料105円）
＜定額手数料＞
1日何回取引しても2,625円（約定金額300万円ごと）
・コールセンター・株式売買手数料
オペレーター注文…約定金額に対し最大0.42％（ただし最低手数料4,200円）
自動音声注文…約定金額に対し最大0.1575％（ただし最低手数料1,575円又は1,050円）

・夜間取引（マネックスナイター）／株式ミニ投資（ミニ株）…株数に関わらず一約定につき500円
・新規公開株／公募・売出株／立会外分売…購入対価のみで取引手数料は無料（0円）
・信用取引では、諸経費として、「信用金利」「信用取引貸株料」「品貸料（逆日歩）」「管理費」「名義書換料」などがかかります。詳細に

 
つきましては、「手数料・諸経費」ページをご覧ください。
■委託保証金（信用取引のみ）
・信用取引にあたっては、売買代金の30％以上で、かつ30万円以上の委託保証金が必要となります（有価証券により代用することが

 
可能です）。
・委託保証金の現在価値が売買代金の25％未満となった場合（または保証金の金額が30万円を下回った場合）には、不足額を所定

 
の期日までに当社に差し入れていただく必要があります。
・所定の期日までに不足額を差し入れない場合や、約諾書の定めによりその他の期限の利益の喪失の事由に該当した場合には、損失

 
を被った状態で建玉（信用取引のうち決済が結了していないもの）の一部又は全部を決済（反対売買または現引・現渡）される場合があ

 
り、この場合には、その決済で生じた損失についても責任を負うことになります。
■ その他
・信用取引は、少額の委託保証金で多額の取引を行うことができ、取引額が委託保証金を上回る可能性があります。取引額の当該保

 
証金に対する比率（レバレッジ比率）は、最大約３倍程度となります。
・お取引にあたっては、「上場有価証券等書面」「目論見書」「契約締結前交付書面」をご覧いただき、取引の仕組みやリスク・手数料等

 
についてご確認ください。

マネックス証券株式会社

 

金融商品取引業者

 

関東財務局長（金商）第165号

 

加入協会：日本証券業協会、社団法人金融先物取引業協会
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